
平成う〇年′月2千日

政務活動費研修報告書

研修期日　平成」0年7　月′十日一平成ブ0年夕月/∠　目

¥

研修項目 1原離略　について
再選棚掠.I醇択

原形綴喜蕗
¥乃/

について

4、原常識手許程基経霧、享の姥舟昨日)

-勧避難所姉の伸塑淳九
〇　輝計緯鮭呼舌の甘藷ノ

2、伸濫被疑牡/ケー(z摘)

祐節理紳っ埠秘疎略告知年端必り
←ラ轟音穣一縛勘一輔弼尺一秘野
で訪島∴　《刑

掬料窮計瑚こ海相㌫十手弔砲〇、糎移

出用両軸霊z」::-:埴早臨触,
報告者(氏名)南柏、雇巧



平成ラ/年2月rじ日

政務活動費研修報告書

研修期日　●平成ブ/牢∴五月∠日一平成う/年　年月/’日

研修項目　　　1

2

下野帝解掛、て
について

轟中岡叶抽直下野前古祐桑重
苦斤短詩予行葬軽の既習ら擢論評宅診阜⇒.

葉音料率、乙巧沸いて蝦帝連帯竜宮埴生声レ吾嚢近

し擁言峯逆浪姉璃)有為客分訂互に缶詫レ、施工帥捕、

暗・橘、紳薙鞍工申開磁隼接退き揖
補の二面に立って・絡塙こと重昂申年江面肝吊で年F毒す

匪恥柱を唯“乙討置場がとに鯵待尋セナ
蔀物事杉4与く即妙補、勅妃徳宿礼都万、

輔弼紘帝唐替陣直し他刷居れ珂諦)買切.恒厘ら

緋橘撫喧“主〈好据スに在任翰串に“耗判をあも

報告者(氏名)摘、蒸す


